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法の臨床的検討．第63回日本肺癌学会九州支部学術集会．2023，2，11．

10 桑原雄紀：特発性乳び胸水に対してデンバーシャントが著効した一例．第342回日本内科学会九州
地方会．2023，8，5．

11 原口裕貴：難治性両側気胸に対して自己血パッチ及びミノサイクリン併用胸膜癒着術が奏功した一
例．第342回日本内科学会九州地方会．2023，8，5．

12 小宮奈津子：全身播種性真菌症の既往がありアレルギー性気管支肺真菌症を発症した一例．第90回
日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会 九州支部 春季学術講演会．2023，3，11．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

助 教 板村 英和 科研費 若手 1 NUAK阻 害 剤 を 用 い た
GVHD/GVLの選択的免疫抑
制

1，900

助 教 田代 宏樹 研究奨励金，公益財
団法人 上原記念生
命科学財団

研究奨励金 1 酪酸誘導による腸内細菌叢を
標的とした肥満喘息の制御

2，000

助 教 田代 宏樹 若手研究，日本学術
振興会 科学研究費
助成事業

若手研究 1 酪酸誘導による腸内細菌叢を
標的とした肥満喘息の制御

4，550

助 教 田代 宏樹 臨床研究支援プログ
ラム，日本アレル
ギー学会

臨床研究支援
プログラム

1 肥満難治性喘息を対象とした
アジスロマイシンによる増悪
抑制効果：多施設共同前向き
介入研究

1，000

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 COPD患者における骨格筋
－腸内細菌叢連関と新規リハ
ビリテーション介入手法の開
発

1，500

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 気管支喘息のトランジション
に向けた教育支援プログラム
開発と検証

250

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 慢性閉塞性肺疾患患者の自己
管理能力における精神・心理
的特性の実践的分析

100

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 慢性閉塞性肺疾患患者に特化
した自己効力感尺度の開発と
その臨床応用可能性の検討

50

助 教 中島 千穂 科学研究費助成事業 若手研究 1 cfDNA自然史と抗腫瘍免疫
への影響の解明

390

助 教 中島 千穂 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 がんゲノム検査で得られたゲ
ノム情報の解析と薬効評価シ
ステムの構築

130

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 田代 宏樹 第5回日本アレルギー学会九州・沖縄
支部地方会 育成賞 臨床研究部門

肥満は喘息患者においての肺機能低下に関与する

助 教 田代 宏樹 日本アレルギー学会学術大会賞 肥満を伴った喘息の臨床的特徴とメカニズム

助 教 田代 宏樹 ERS/JRS Young Investigator Award
2023

Thymic stromal lymphopoietin contributes to ozone-
induced pulmonary responses in mice

医 員 原口 裕貴 初期研修医奨励賞・指導医賞 難治性両側気胸に対して自己血パッチ及びミノサイク
リン併用胸膜癒着術が奏功した一例

大学院
博士課程

栗原 有紀 ATS 2023 International travel scholar-
ship awards

TSLP Contributes to Ozone Induced Augmentation
for Pulmonary Responses to House Dust Mite in Mice

学術（学会）賞
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